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美ヶ原撮影記
平成 20 年 1 月末に中央アルプスの美ヶ原に撮影に行きました。美ヶ原の宿舎は王ヶ頭で

第 1 日目は曇りでした。美ヶ原は一面が白い世界で宿舎に行く道の両脇には雪を戴いた樹氷

が美しい姿を見せていました ( 裏表紙の写真 ) 。翌日は晴天で夜中の雪と寒風で道路の側面は

美しい雪の造詣を見せていました ( 表紙の写真 ) 。王ヶ頭の 2 目間は朝日と夕日の色の変化、

樹氷の美しさを追い求め楽しみながら夢中になって過ごしました。

小野田市　伊藤和雄●  表紙に寄せて

表紙

裏表紙
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　あけましておめでとうございます。

　会員の先生方には、平素より山口県医師会の会

務運営及び事業活動に対して、ご理解とご協力を

賜っておりますことに感謝いたしますとともに、

本年もよろしくお願い申し上げます。

　県医師会第 23 代会長に就任して、あと 3 か月

で 2 期 4 年となります。県医師会では約 40 年前

の第 14 代松本会長のときから、会長任期は 2 期

4 年というのが慣例となっています。2 期 4 年で

は、日本医師会におけるさまざまな委員会の委員

長や代議員会の議長･副議長などの要職を得るに

は、短すぎるというデメリットもありますが、山

口県内における医師会活動を精一杯こなすには、

丁度よい期間ではないかと思われます。先達の英

知といえるかもしれません。

　さて、昨年を振り返りますと、一番の快挙とし

て ｢ おいでませ ! 山口国体 ｣ の天皇杯･皇后杯獲

得による総合優勝があげられます。｢ 山口大会 ｣

の方もメダル獲得の数が最も多く、成績の順位は

示されなかったものの、山口県は優勝に相当する

成績だったそうです。この山口国体･山口大会に

ついては、県医師会としても平成 16 年の初めか

ら関与しており、救護体制、うっかりドーピング

防止、募金などに取り組み、大いに実績を上げた

ことからも、感慨ひとしおといったところです。

11 月 25 日には、県知事から県医師会に対して

感謝状が贈呈されました。

　3.11 東日本大震災という未曾有の大災害もあ

りました。ただちに日本医師会主導のもと、全国

の医師会から JMAT が駆けつけ救護･救援活動を

行い、成果をあげたことが報告されています。し

かし、情報や指揮系統に課題も指摘され、今後の

検討が必要です。これを機に、県医師会でも災害

対策について見直す必要があると思われます。

　9 月 23 日、医療関係 41 団体で構成される「国

民医療推進協議会 ｣ は総会において、｢ 受診時定

額負担の導入 ｣ に反対し、併せて混合診療解禁や

医療への株式会社参入につながり、国民皆保険制

度を崩壊させかねない ｢TPP への参加 ｣ に反対す

ることを決議、都道府県医師会に対して地域での

反対集会を開催するよう要請してきました。これ

を受けて、10 月 24 日、山口県における医療関

係 16 団体で構成された ｢ 県民の健康と医療を考

える会 ｣ の各団体の代表者が集まって決議し、決

議文を県知事に手渡し、県議会議長、地元選出の

国会議員にも届けましたが、これからも引き続き

県民を巻き込んで、国民皆保険制度堅持に向けて

運動を展開していかなければなりません。

　平成 24 年 4 月の診療報酬･介護報酬の同時改

定に向けて、中央ではさまざまな議論や折衝が

行われています。いつもこれに先立って医療経済

実態調査が行われますが、今回も勤務医より開業

医の月収がはるかに多いようなことが公表されて

います。開業医の平均月収が 231 万円などとは、

まるで実感の湧かない数字です。心外でなりませ

ん。マイナス改定にだけはならないよう、念ずる

ばかりであります。

　いま県医師会の事業活動における最重点項目

の一つに医師確保対策があげられます。これは県

医師会だけで対応できる問題でもなく、行政、山

口大学医学部、研修指定病院等との連携が必要で

すが、県医師会の役割はつなぎ役、つまり調整役

だろうと心得ています。県医師会としては、医師

確保対策を勤務医対策、女性医師対策、臨床研修

医対策の 3 つの切り口から捉えて取り組んでい

るところです。若い優秀な医師が 1 人でも多く、

県内に定着してくれることが期待されます。

　今年度は役員改選の年度でもあり、また、新法

人制度移行が煮詰まる大変重要な年度でもありま

す。いずれも円滑に首尾よくいって、会員の先生

方にとって良い 1 年になりますように祈念申し

上げまして、年頭所感といたします。

年頭所感年頭所感

木 下 敬 介木 下 敬 介
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　明けましておめでとうございます。

　昨年は、3 月 11 日に発生した「東日本大震災」

が歴史上経験のない大災害をもたらしました。巨

大地震、巨大津波が太平洋に面した東北 3 県お

よび周辺地域を襲い、死者・行方不明者をあわせ

約 2 万人の犠牲者と多くの街に壊滅的打撃を与

えました。さらに、人災と思われる福島第一原発

の水素爆発による放射性物質の外部漏れ、放射能

汚染が一向に解決の方向が定まらない中、大震災

後の医師会による JMAT の活躍、わが国の医師

の国民を守るための迅速な行動に国内外から賞賛

の評価が寄せられました。そして現在も、子供や

婦人の方々をはじめとする被災者の心のケア、生

活支援、衛生環境の整備や伝染病予防、医師不足

地域への支援などを目的に JMAT Ⅱを立ち上げ、

全国の医師会や医療の各団体のご協力をいただい

ております。

　昨年の暮れ近く、「社会保障と税の一体改革」

について政府与党の中で、その実施に向けた論議

が激しく行われました。超高齢化と少子化が進行

する社会における制度持続のための改革と政策で

すが、残念ながら具体的な数値や道筋が国民にわ

かるようには説明されておりません。そんな状況

下にあって、診療報酬と介護報酬の同時改定、医

療における消費税問題、事業税、持分無しの医療

法人への強制移行、受診時定額負担など諸問題が

山積しておりますが、日本医師会執行部の全役員

は精力的に政府三役、党幹部や党担当委員に日本

医師会の諸政策の説明を行いました。前政権時代

から医療費削減に固執する官僚や外部審議会、各

種団体からの圧力など政策実現にはとても複雑な

要素がありました。現政権の内部の問題は別とし

て、ほとんどの与党の幹部や議員の方々は日本医

師会の主張をまじめに聞き理解をしていただいた

と思います。

　さて、新年は昨年の大震災からの復興を進めな

ければなりません。新しい街づくりは、医療施設

を中心に考えなければなりません。また被害を受

けた医療機関の多重債務などの問題もあります。

引き続き政府と協議を続け、会員の先生方が元の

ように新しい街の中で安心して医療活動が出来る

ように、最大限の努力をする覚悟であります。今

後も引き続き努力が必要な問題として、医師不足、

医師の診療科・地域偏在の問題、医学教育・研修

制度のあり方、TPP の医療制度への影響、医療

法改正、消費税などがありますが、政府や議員に

は多種多様な考え方を持つ議員がおられます。目

的達成には地元議員に対する地域医師会の活動が

重要であり、日本医師会と地域医師会が責務を分

担してこそ実を結びます。新年を迎えるに当たっ

て、さらに会員相互の交流を活発にし、「医の倫

理と国民のための医療」を共通の活動の基礎とし

て行動することをお願いいたします。

　日本医師会は医師会活動の目的達成のために自

らはもとより都道府県、郡市区医師会、さらには

全ての会員が積極的に活動へ参加して、わが国の

医療をよくするための意見を述べていただける医

師会を目指して努力したいと思っています。そし

て、医師が明るい気持ちで医療活動が出来る医療

制度に向けて努力の年にしたいと思います。会員

の皆様が辰年に見合う上り龍であることを祈念い

たします。

年頭所感年頭所感

日本医師会長日本医師会長
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ローソンとプラターズと栗饅頭

徳山　　望月　一徳

　このエッセイは、半世紀前に青春時代を過ごし

た人々に贈ります。

♪

　７月末のある日、医師会病院の宿直でした。

備え付けの新聞を読んでいたら、思いがけない広

告が目に飛び込みました。

　「オンリー・ユー」～珠玉の名曲ヒット・パレー

ド～ザ・プラターズとあります。

　主な予定曲目は、オンリー・ユー、煙が目にし

みる、トワイライト・タイム、グレート・プリテ

ンダーなど・・。

こりゃ、懐かしいな！　こりゃ、たまらん！

公演日程は、来る 9 月 9 日（金）が福岡で、

一日飛んで、11 日（日）は北九州の小倉です。

中の 10 日が抜けていますが、その日の公演地は

後で知ることになります。

広告を見ながら、その気になれば、プラター

ズの生が聴けるぞ！と、やや興奮したと告白いた

します。

昭和 55 年ごろ、解散した MJQ が、来日のそ

のためだけに再結成して博多で公演したことがあ

りました。現役時代のMJQを家ではレコードで、

車の運転中は、録音テープを擦り切れるほど聴い

ておりました。

当時、北九州黒崎の厚生年金病院に勤めてい

ましたので、わくわくしながら公演を観に出かけ

ました。

舞台に敷かれた緋毛氈、金色に輝く楽器、登

場した四人の黒人。赤、金、黒の色の取り合わせ

が、絶妙でした。勿論、演奏は「朝日のようにさ

わやかに」をはじめ、いずれも素晴らしかった。

はなしを、プラターズに戻します。

この過去の経験からして、黒人の演奏会には、

好印象を抱いております（スポーツと音楽と踊り

は黒人のものです）。

なにしろ、ザ・プラターズとくれば、昭和 30

年代に大ヒットして、ラジオでもレコードでも繰

り返して聴きました。

後日、プラターズを生で聴いたと知らせたら、

その人（当時は神戸の医学生）は、ラジオ神戸の

DJ でしばしば楽しんだ、と FAX がありました。
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俺たち ( 開業医 ) に明日はない (?)

下関市　塩見　祐一

最近「日医ニュース」のトップや「全国紙」

の一面広告で「受診時患者定額負担に反対」との

記事が続いている。「国の社会保障費抑制策はと

うとうココまでも」とか、あるいは「厚労省はヤ

ハリ本気だったんだ」と驚いた。そして診療内容

が特に①高齢者の慢性疾患 ( 循環器を主とした各

種 ) と、②若年者の急性疾患 ( カゼや腹イタ ) を

対象とする僕たち内科開業医にとっては強烈で

あった。ちょうど僕が 21 才だった時に公開され

た『表題』映画 ( アーサー・ペン監督、ウォーレ

ン・ベイティとフェイ・ダナウエイ主演 ) を見た

時と同じような衝撃を受けた。

よって、今回は副題『開業医に明日はない ?』

につき、例によって図示をもとに、僕の唯我独善

的理論を述べてみる。まずは縦軸に平均 % 自己

負担額を、横軸に月間 % 件数をとり、下記の如

くグラフ上に記します。

1.[1] には需要の価格弾力性の低い [ 大病院患者

曲線 ] を、[2] には価格弾性値の高い [ 診療所患

者曲線 ] を描きます。

2. 同じ率の価格上昇 (P0 → P1) であっても、[1]

と比較し、曲線の傾きから [2] 上の患者さんの

減少は大きな差 (Q0 → Q1) になります。

3. 今、問われているのは定額負担で、その額の

値をよく例示される“100 円”とすれば、[1]

で占める割合に比べ [2] の方が大 (P0 → P2) で

すから、ヨリ月間 % 件数の減 (Q0 → Q2) となり

ます。すなわち診療収入の激減に至ります。

だったら、僕たち内科開業医はどう対処すれ

ば良いのかになります。それは大病院の因って来

たる収入源泉を真似て、(1)マルクス流の“資本(高

度医療機器 )・労働 ( 人件費 ) 装備率”を高めるか、

(2) 処方を最低 4 週間から 8 ないし 12 週間の長

期としたり・受診時に検査を増やすかでしょう。

しかし、そうすれば、(1) は資金繰りや経費圧

迫からの経営難へと、(2) は 1 件当たり平均点数

上昇からの集団的個別指導選定へと繋がってしま

うのです。

ア～ア、季節も心胆も寒～くなってきちゃった。

大 病 院

患者曲線

[ 2 ]

診 療 所

患者曲線
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